
住み慣れた地域で
自分らしく生きるために
広島県・備北メディカルネットワークがめざすものとは
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地域医療は都市部に医師や医療資源が集中する一方で、地方には医師や医療資源が少ない「偏在」

といった現象が起きています。この偏在を改善すべく広島県債北地域では地域医療連携推進法人「備北

メディカルネットワーク」が国内第一号で認可され、三次市、庄原市の基幹4病院（庄原赤十字病院

は皐終調整段階）が法人を組織して連携し、医師の育成や、地域包括ケアの充実に向けた取り組みなど

をスタートさせました。番組では、広島県内で最も広域な医療圏を有し、無医地区の多い備北地域

において地域医療連携推進法人がめざす地域医療のあるべき姿について考えます。
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